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貨
物
の
慣
格
と
物
慎
：の
平
填
と
の
：蘭
係
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‘

I

及
か
物
懷
平
.準
騰
落

0

律
服
は
本
篇
に
於

V

說
.

明

せ

し

：
財
：如
、
き
：，筒

單

，な
：
る

.P
:

に
，
非

ぐ
し

，
て
、

實
は
頗
る
複
雜
す

'

^

。：

さ
れ
と
本
篇
の
目
断
は
主
と
し
て
價
格
と

‘

物
臂
平
準
i

の.
i

係
を
論

★

る
に
在
る
を
以
て
、此
雨
者
：其
物
に
就
き
て
は
複
雜
な
る
說
明
を
避
け
、之
を
他

0

に
譲
る
こ 

と
.
-
V
S 

せ.
~
c\。
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雜

錄

物價下
落の徵
候

本
篇
は
ア
シ
レ
ィ
敎
授
の
近
業

『

金
の
產
出
と
物 

慎』
(Gold and prices)

の
未
飾
の
棟
槪
な6
。
本
書 

は
偷
敦
ホ
のPali M

a
U

 G
a
s
t
t
e
.

雜
誌
の
依
囑
を
受 

け
著
者
が
昨
年
五
月
二
十

一

日
、
二
十
ニ
日
、
二
十 

五
日
、
二
十
六

m
、

二
十
八
日
及
び
二
十
九
.日
の
同 

誌
紙
上
に
i

せ
る
六
篇
の
論
文
を

1.

小
冊
子
に
纏 

め
て
出
版
'せ
る
ダ
の
な
.

6
。
本
書
を
分
ち
て
緒
言
、 

第一

飾
物
價
指
數
と
卸
和
場
、
第
二
節
食
料
品
の
小 

造
品
、
第
三
箭
原
因
、、
第
四
節
新
た
に 

產
出
せ
ら
れ
お
も
金

&

物
，價
に
'影
響
を
及
ぼ
す
の
順
‘
 

序
、
：第
五
箭
能
會
に
及
ぽ
す
'暴

、
第
六
節
將
來
t 

於
け
る
物
腹
の
變
動
と
な
ず
。
を
に
其
：の
棟
槪
を
譯 

出
せ>Q

は
卽
も
第
六
節
，な6
。
.第I；

飾

乃

至

第

箭

雑

m

. 

0

に
於
て
ァ
シ
レ
ィ
敎
授
は
物
償

S

近
来
著
し
く
騰
貴 

せ
る
は
金
產
出
の
增
加
；

U

因
く
？ §

な
る
ヶ
指
摘
し

： 

次
に
物
慎
騰
貴

S

確
定
.'せ
る
收
入
を
有
す
る
者
に
損 

失
を
藤.
す
ダ
の
，な
.る
だ
挪
潤
.
.に
依
6

て

收

入

を

る. 

者
に
齋
し
て
ほ
邮.つ
て
利S
t

な
る
こ
とを
說
き、
-
 

最
後
に
第
六
節
に
於
て
物
償
の
前
遂
に
就
き
左
の
如
、
 

く

論

述

せ

ら

れ

化

-
^
。

前
述
の
如
く
、
英
國
に
於
け
る
千
八
百
丸
十
六
年
ょ 

6
千
九
百
十
一
年
に
至
る
迄
の
物
®
の
騰
貴
は
商
品
の 

卸

鎮

を

取

れ

ば

！1十
0
%
、
食
料
品
の
小
實
相
場
を 

取
れ
.ぱ
、
十
九
％
な’6。
r
cれ
ど
、
此
騰
貴
の
一
部
分
は 

千
八
百
丸
十
六
年
以
後
に
：始
ま
6
お
る
商
業
循
環
期 

(

商
業
は
常
一 
成4 r

衰
し
づ
^
お
る
ダ
のU

し
て
，、
或 

る
大
不
景
氣
と
次
の
大
不
景
氣i、め
間
の
期
間
を
商
業 

の
循
辕
期
，こ
名
く
。
.
此
期
間
に
は
物
慎
は
漸
次
騰
貴
す 

る
の
傾
’御
有
じ
、遂
に
或
る
頂
黯
に
達
し
、其
後
間
ダ 

な
く
大
恐
懷
大
不
景
氣
風
り
、
物
®
は
暴
落
ず
。

)

に
觸 

す

る

好

嚴

氣

の

湖

流
：：

の

結

莱

お

at

す

ん

ぱ

あ

ら

す
0,
货

.ニ

一

お
近

> •>

：i

11
it



I

i

雜

錄

.
1
.
;

幣

ク

潜

加

よ

•
^
來

る

物

值

騰

貴

と

此

好

景

氣

よ

ん

生

ネ
 

る
物
償
騰
貴
と
を
分
嫩
す
る
爲
め
に
、

ク

：>!

ボ
ン
ス
两 

§

 

£
0
0
f
#
 &

最
低
®

を
：
^

較
せ
.し
こ
ふ
あ 

,

ろ

し

が

.
、
吾

人

《

此

ガ

法

を

用

，，ひ

、
千

九

百

0

五
年
を
以 

て
千
丸
百
年
よ-
^

千
丸
百0
七
年
に
至
る
迄
の
卸
相
場 

の
最
低®

と
し
、
又
千
丸
百

0
六
举
を
以
て
千
九
百

0

 

!

年
よ
6

千
九
百
0

八
年
に
至
る
摩
の
食
料
品
の
小
寶 

相

場

の

最

低

點

す

ぺ

し

。
.若
し
之
を
標
準
と
し 

て

せ

ぱ

、
千
九
百

0

八
年
迄
に
金
の
供
錄
權
加
の
" 

爲
め
に
卸̂
!

は

約一

割
、
：
食
料
品
の
小
寶
相
場
は
め 

i

孰
二
分
腫
貝
せ
る
こ
と
、
な
る
な

.

り
。
飮
食
費i

努 

働
煮
の
ま
出
の
約
十

1

一
分
の
七
に
當
る
の
み
な
ら
す
、 

千
八
百
九
十
六
年
よ
6

千
九
百
0

三
年
に
至
る
期
間
に 

於
け
る
生
針
費
に
關
す
る
政
府
の
，調
査
に
據
れ
ば
、
飲 

.

食

費

は

生

計

費

全

©

を

可

成

6

忠
實
に
代
表
ず

る
，
，P

Q

 

な
る
を
以
て
、
生
計
費
は
金
供
統
の
墙
加
の
結
果
と
し 

て一

書
乃
至
一
割
！
一
分
の
騰
貴
と
来
し
お
ろ
と
云
ふ
ダ 

敢
て
過
言
に
非

f
t
;

る
べ
し
。

：

' 

I 

ニ

五

六
,

さ
か
そ
、
金
供
給
の
傅
加
ぱ
今
後
？
猶

は

繼

ベ

. 

き
ダ
の
な
る
李
？
金
產
額
は
千
八
百
九
十
！

 

I

年
I

千 

八
百
九
十
丸
年
間
に
E

億1
1

ょ

な

.
六

億

圓

以

上

に

激

墙
 

せ

る

ゆ

み

な

ら

ホ

、

，千

九

百

P

三
年
.
I

千
九
百
0

九 

年
問
に
於
てS

ぴ
六
億
圓
ょ6

九
億】

一

千
萬
圓
に
上6
 

お
る
ダ
最
近
三
年
間
に
於
て
.
は
其
增
加
率
は
多
少
衰 

へ
、
千
九
百0

九
年
に
は
九
億
ニ
千
萬
圓
、
千
九
百
十
年 

に
は
九
億
ニ

h

卞
寓
圓
、
千
九
百
十
一
年
に
は
丸
億

0

千 

萬

圓

の

產

出

を

見

た

，る

の

み

な

6

き
。
若
し
金
の
產
出 

の
潜
加
が
此
程
度
に
て
進
む
な
ら
ぱ
、
物
價
に
對
す
る 

影
響
は
尙
ほ
多
少
は
持
續
せ
ら
る
べ
き
《
、
漸
次
衰
退 

す
る
の
倾
向
を
有
す
る
に
至
る
ベ
し
。如
と
な
れ
ぱ
、
 

假

に

累

年

の

產

出

が

同

額

な
6

と
せ
ば
、
物
偵
に
及 

ぼ
す
累
年
の.
金
額
の
漸
次
減
卞
ぺ
き
：̂のなれ 

ぱ

な
ゎ

。
加
之
、
金
：産
出
が
絕
對
.

的
に
減
少
す
る
に
至
る
. 

が
如
き
こ
と
な

$

る
べ
し
と
は
斷
言
す
る
を
得
ヤ

J

る
な 

6

0

世
界
に
於
け
る
金
產
額
の
五
分
の
ニ
を
産
出
す
る 

南
阿
ト
ラ
ン
ス
ハ

—

ル
の
產
額
を
除
外
す
か
ぷ
、
千
九

I

百

十‘1

年
の
產
額
は
事
實
千
丸
百
十
年
の
產
額
よ
ら
％ 

少A

ろ
し
を
見
る
。
千
丸
百
九
十
年
後
に
於
け
る
金
產 

額
の
谓
加
は
主
と
し
て
南
附
、
米
國
、
，藻
洲
に
於
け
る 

谓
加
の
爲
め
.な
6

し
と
難
ダ
、
米
園
の
產
額
ぼ
千
丸
百 

八
年
に一

億
丸
千
餘
萬
圓
に.達

し

お

る

後

，以

來

潜

加

せ 

ネ
。
面
部
辕
洲i','

產
額
ほ
千
九
百0

三
年
に
其
頂
a

に 

達
し
八
千
七
百
五
+

萬
圓
を
算
し
た
し
が
、
爾
来
頓 

に
減
少
しV、、

千
九
百
十
年
に
ほ
六
千
二
百
五
十
萬
圓 

に
下
6

、
又
千
九
百
十
年
の
最
制
の
十
ヶ
月
間
に
於
け 

る
産
額
は
*

1
®

ニ1

七
®o

o
o
t
r
>

な
6

し
に
、
千
丸
百 

十
：一
年
の
同
期
間
に
は

1
®

一
 

三
六
®0

0
0

ラ
を
産
出 

せ
る
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
加
之
、產
額
が
減
少
せ
る
と
同
時 

に
、
，生
産
費
、

S

增
加
せ
る
が
如
く
思
は
る
。
如
何
と
な 

れ
ぱ
>
.
金
採
織
從
業
者
一
人
當
り
の
產
額
ほ
千
丸
百
九 

.年

.に
於V

四
千
三
十
圓
な
6

し
ダ
の
，、
千
丸
百
十
年
，に 

ほ
H

千
八
百
六
十
圓
に
減
；
^
お

る

を

以

て

な

'
^
。

次
に 

加

奈

ネ

の

ま

額

は

千

八

.百

九

十

五

年

に

五

百

萬

圓

な

6
 

5

し
に
.千
：九

百

0

年
に
：
^T

S

五
千
餘
萬
圓
に
上6
お
る

維 

錄

ノ

を
、
爾
後
頓
に
減
少
し
て
ニ
千
萬
圓
輕
に
下6
お
6

。

是
れ
に
由6
.

て
之
を
職
る
に
、
金
織
か
新
お
'ド
發
見 

せ
ら
る
、
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
現
今
に
於
け
る

E

額
の
金 

産
出
を
維
持
す
ベ
き
な
の
は
ト
ラ
ン
ス
バ

I

ル

措

き
 

<

他
.

に
な
し
。
ト
ラ
ン
ス
バ
I

ル
の
進
額
は
千
九
百
十 

年

に

三

億一

千
萬
圓
な6

し
に
、
千
丸
百
十
二
年
に
は 

三
億
四
千
萬
圓
に®

加
せ
6

。
然
り
と
雖
％
、
#

金一
, 

嚼
ょ
6

袖
出
せ
る
純
金
が
千
丸
百
0

一
 1

一
年
に11

一
十
丸
圓 

七
十
四
錢
な6

し
に
、
千
九
百
十
！
一
年
の
最

1

郁
の
九
ヶ 

月
に
t

t

十
四
圓
以T

に
減
み
せ
じ
注
目
す
ぺ
き
こ
と 

な
6

と
す
。
，
而4

 

%

數
年
間
は
猶
ほ
純
金
抽
出
割
A

ロ
の 

減
少
の
程
度
以
上
に
生
産
費
i

減
少
す
.る
こ
と
を
得
し 

を
以
て
、
粗

金1

嘯
當
/

ソ
の
利S

は
却
つ
て
塘
加
し
お 

る

，

P
,、

之
と
て.

P

千
九
百
八
年
に
其
極
度
に
達
し
、
爾
來 

一
，嚼
當6

の利六圓六十五錢ょ

6

四
圓
八
十
錢 

に
減
少
せ6

と
云
ネ
。
若
し
架
し
て
然
ら
ば
、
金
産
出 

は
將
來
減
少
す
み
に
至
る
な
ら
ん
と
思
は
る

。

®

加
J
S
!、
'他
麻
に
-於
け
る
金
産
額
が
減
少
ず
る
の
徵
候

ニ1

五
七

、 .



m

m-

i

あ
るi

間
蹄
に
、一

方
に
於
で
は
货
將
用
と
し
て
金
の 

需
要
は
猛ガ
潜
加
し
ウ
 

あ
6

0

:

1最
近
數
ヶ
年
間
ヶ
豕 

額
の
金
は
職
出
品
に
働
す
る
支
拂

-

と
しV

南
米
殊
に
巧

爾

然

丁

國

禁

ら

た6

。
醫

学

國

の

貿

县

は
千
九
百Ol

T
l

年
に
至<： N

て
始
め
て
順
潮i

な

，
.
^
、

同 

年
よ
6

千
九
百
十
年
に
至
る
迄
に
無
養

 

一

！

億
七
千
萬
圓 

の
金
は
同
國
に
輸
入
せ
ら
れ
、
細
幣
滑
邮
墓
金
と
し
て 

同
國
の1
^

^

揽
局
に
積
立
ら
れ
ぉ
ろ
0

千

九

百

十J

年
に 

ぢ
南
米
の
金
輸
入
は
減
少
せ
さ
6

-

し
を
以
て
、
同
方}

6
?

 

に
於
：
^

る

金

の

.
霞

要

は

今

後

猶

ほ

數

間

持

纖

す

ベ

し
 

と
思
は
る
。又
、直
接
に
或
ほ
坡
及
を
經
で
.

印
度
に
險\
 

せ
ら
れ
お
る金

；； P

動
か
ら
す
し
て
、

二
三
の
州
.に
於
て 

は
旣
に
金
は
一
般
に
流
通
せ
る
；

5
P

の

、
：如
く
、且
つj

p
r

 

る
處
に
於
て
富
豪
は
銀
の
代
ろ
に
金
を
菩
藏
し
つ

〜
あ 

A

V

O

若
し
印
度
に
於
け
る
金
货
自
由
鏡
造
蘭
始
の
運
動 

に
し
て
成
功
せ.ぱ
、W

額
の
金
が
歐
米
の
市
場
よ
.

牧
せ
ら
る

〜

に
至
る
べ
き
は
疑
ふ

N
J
i

能
は
！̂

る
所
な 

み
"

喪
す
る
に
、
、
世
界
各
國
は
I

f

®

迷
な
る
康
洋

』
：

ず

綜
合
.

レ
て
者

ふ
る
に
、職
近
の
物
價f

名
亦
是
迄
の 

物
價
§

の
順
序
に
對
す
る
例
外
お
る
ベ
き
ダ
の
に
非 

さ
る
を斷
言
す
る
こi

を
得
るが
如
し
。
物
償
が
千
八 

百
五
’十
一
年——

千
八
百
五
十
七
年
間U

騰
貴
し
に
る 

後
、
千
八
百
七
十
一
年
迄
は
、
朦
洲
及
び
カ
リ
ブ
オ
ル 

ニ
ア
の
金#

3
3

が
以
前
と略
同
額
な-：

0

に
ダ
拘
は
ら 

卞
、
槪
し
て

同

1

の
平
準
を
維
持
し
お
6

き
。さ
れ
ば
、
 

目
下
の
物®

騰
貴
ダ
遠
か
：K

し
て
底
止
し
、
其
後
暫 

#

物

慎

は

同一

の
}

^

準
を#
^

す
べ
き
％
、
早
晩
下
落 

の
蓮
動
を
線
返
す
に
至
る
なら
ん
。
，

 

■

.

ニ1
五
八

ら

ダ

亦

一

货

本

位

を

採

用

せ

ん

と

し

つ

•
あ
6

?
 

支
那
ダ
現
今
の
®
動
が
鎭
定
し
お
る
曉
に
は
サ

1

®
 
口 

バ
ー
卜®
み
，.
Iト
の
提
言
を

」

採
用
し
て
、
日
本
の
先
例
に 

傲
ふ
な
-ら
んi
s

は
.る
。

,
若
し
十
丸
世
紀
の
勒
期
以
来
の
卸
相
場
の
藤
洛
通 

觀
せ
ぱ
、
千
八
百
九
十
六
年
に
至
る
迄
の
物
慎
騰
落
.の 

趨
勢
は
熊
か
に
下
落
の
方
向
を
有
し
に
る
を
知
る
ベ 

し
。
激
し
き
波
動
は
あ
-0

.
,

た
れ
と
ダ
、
物
®
平
準
は
一
ス 

四
丸
f

五

1

年
前
は
下
落
の
大
勢
を
持
し
、
失
れ
よ 

ろ
千
八
百
五
十
七
年
に
至
る
間
は
騰
貴
し
、
爾
後
千
八 

百
七
十
一
年
迄
は
千
八
百
五
十
七
年
の
平

P

广V.

維
持
し 

た
6

.

き
。
千
八
百
七
十
一
年
よ
タ
七
十
三
年
迄
は
物 

は
.

再
び
騰
貴
し
、
其#

よ

-
^
以

後

千

八

百

九

十

六

年

迄
 

更
に
急
激
に
下
落
せ
6

。
さ
れ
ば
、
是
れ
に
由
ら
て
觀 

る
に
、
物
償
騰
貴
，の
趨
勢
が
持
續
せ

^

p

れ
お
る

は
‘ 

下
落
の
趨
勢
が
持
續
せ
ら
れ
た
み
期
間
よ

6

ダ
遙
か
に 

短
し
。
現
今
に
於
け
る
金
の
，產
額
及
び
將
來
に
於
け
る 

金
需
要
額
の
見
越
に
關
し
て
上
文
に
述
ぺ
お
る
事
實
を

:

日

本

經

濟

史

科

(

室
町
蹄
代
記
織
の
郁

)

松
本
次
郞

室
町
骑
代
に
關
す
る
史
料
の
中
前
號
に
揚
載
せ
し
以 

，外
の
？

の
-
^
中
に
重
要
な
る
ダ
の
を
あ
ヶ
る
事
と
せ 

6

.

 

濟
史
家
及
西
洋
史
家
は
餘
6

に
外
國
と
我
國
の 

發
展
を
類
推
し
す
ぎ
て
平
行
說
の
讓
，り
に
陥
る
％
の
多 

し
我
經
濟
ぷ
に.は
根
本
史
料
の
拼
梵
最
タ
、

急
務
な
んと

W
:

 

◎

I

日
件
錄0 

今
0

存
す
る
ダ
の
に
其
拔
萃
な
れ
ど

%

最
だ
史
的®
 

値
を
有
す'
る
ダ
の〜

ニ
な
ん
。
著
者
.は
北
禪
和
尙
に
し 

て
殊
に
此
蹄
代
め
僧
侶
は
政
治
に
關
係
す
る
と
共
に

一 

般
國
民
と
ダ
接
觸
し
を
ル
ぱ
公
卿
の
日
記
な
と
の
如
く 

社
會
'

の

1

部
に
局
限
し
て
公
卿
生
®

を
中
v

§
と
せ
る
に 

對
し
此
藤
代
の
偕
侶
の
手
に
な
る
者
は
政
治
を
主
.と
し 

寺
院
を
と
き
更
に
下
層
の
®

與
に
及
び
て
大
凡
蹄
代
精 

挪
を
窺
：ふ
を
得
べ
し
。
本
#

は
前
號
紹
介
の
滿
濟
淮
後
，

リ

. 

‘

三
五
九


